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（研究グループ全員）


平成20年度深海調査研究課題申込書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

独立行政法人海洋研究開発機構

＜研究課題提案者＞　

氏　名（漢字）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年齢）　　　　
（ローマ字）　（姓）　　　　　　　　　　　　（名）　　　　　　　　　　　　　　
E-mail　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   （英語名）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属部署　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

役職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属先住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属先電話番号　　　　　　　　　　　　　所属先FAX番号           　　     　 
申込書は研究課題募集案内、深海調査研究課題審査、採択通知、航海実施諸手続き、クルーズレポート等の提出依頼、シンポジウム開催及び発表募集案内、データ・サンプル管理、航海データ管理、成果管理、機構が行った深海調査研究の成果の発表、並びにお問い合わせ、回答・返信等のために使用し、記載されました個人情報は、独立行政法人海洋研究開発機構個人情報保護管理規程に基づき、安全かつ適正に取り扱います。
【応募から採択までの提出書類】

＊　課題提案を行う研究者は、応募時に、①研究課題申込書、②「デ－タ・サンプル取扱規程類の重要確認事項」チェックリスト、③研究課題提案書の３つの書類及び採択内定から正式採択までの間に④誓約書が必要です。応募から採択までのフロ－を下記に示します。

（１）応募時提出書類
①　平成２０年度深海調査研究課題申込書
　　　個人情報を記載していただきます。

②　データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項：別添1「デ－タ・サンプル取扱規程類の重要確認事項」チェックリストは、機構の船舶等を利用して課題提案を行う研究者がデ－タ・サンプルを取得するに際し、遵守して頂く機構の「デ－タ・サンプル取扱規程類」（別紙３）の中でも重要な事項をまとめたものです。内容を確認し「同意する」の欄にチェックを入れて下さい。「同意」をもって応募研究課題を受け付けることにいたします。

3 研究課題提案書
　　　　研究課題名、研究実施計画等の提案書（プロポーザル）です。

研究課題提案者は、上記の①研究課題申込書、②データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項チェックリスト、③研究課題提案書を一緒に送付していただきます。

（２）正式採択に向けて

④　誓約書

内定通知に添付されております「誓約書」は、「デ－タ・サンプル取扱規程類」（別紙３）の遵守を誓
約していただくものです。研究課題提案者（共同研究者を含む研究グル－プ全員）は正式採択まで
の間（翌年２月頃）に海洋工学センタ－研究船運航部計画推進グル－プへ提出して下さい。誓約い
ただけない方は深海調査研究には参加できません。詳細は、「機構の船舶等により得られたデ－タ・
サンプル取扱規程類の解説」を参照して下さい。
データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項チェックリスト
　以下の内容は、「データ・サンプル取扱規程類」（別紙３）に定められた課題採択研究者が遵守すべき重要事項です。内容を確認し「同意する」の欄にチェックを入れてください。【データ・サンプル取扱規程類の遵守】が課題採択の大原則です。特別な理由により【特別な取決め】が必要な場合にはチェックを入れず、「別添1－様式」の記入欄にその【希望内容と理由】を記入してください。ここでの記入内容によっては採択しかねる場合もありますのでご相談ください。また、記載の無い事項については【機構の定めている内容に同意する】とみなします。ご質問等がある場合は、課題管理部署（連絡先：shinkai@jamstec.go.jp）までお問い合わせください。　　　　　　　
データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項チェックリスト
	事項
	機構で定めている内容
 正式には、「データ・サンプル取扱規程類」をご確認ください。
	同意する

	１．データ・サンプルの帰属
	（規程第3条）
機構の施設・設備等を利用して得られた又はその際に派生して得られたデータ・サンプルは、機構の帰属とする。　　　　　　
	 FORMCHECKBOX 


	２．データ・サンプルの提出の有無および時期
	（取扱規則第７条）
首席研究者は、航海終了後、別表で定められた期間（原則１ヶ月）内に、その航海で得られた以下のものを、情報管理部署に提出しなければならない。
提出物：メタデータ・クルーズサマリ・クルーズレポート・航海データ・船上一次処理後のデータ・画像の記録媒体の原本・保存用サンプル
（取扱規則第8条）
課題代表研究者は、公開猶予期間内に課題採択研究者によって事後処理（補正、品質管理等）が行われたデータを情報管理部署に提出しなければならない。課題代表研究者は、公開猶予期間内にサンプルをサンプル保管部署に提出しなければならない。　　　　　　　　　　
（取扱規則第７条）
課題代表研究者は、自らの課題で得られたサンプルを取りまとめ、定められた期間内に、保存用のサンプルをその種類毎にサンプル保管部署に提出しなければならない。　　　　　　　
	 FORMCHECKBOX 


	３．データ・サンプルの公開の有無および時期
	（公開細則第３条）
情報管理部署は、原則として課題採択研究者が公開猶予期間内に必要な事後処理を行ったデータを、当該処理内容を明示した上で公開する。
公開猶予期間は、原則２年とする。ただし、岩石サンプルの分析データについては、５年とする。
	 FORMCHECKBOX 


	４．データ・サンプルの保管・管理の場所、責任者、方法
	（取扱規則第11条）
情報管理部署及びサンプル保管部署は、提出されたデータ・サンプル及びそれらのメタデータを、適切に保管し、散逸や汚損を防止するものとする。
サンプルを機構外で保管する場合は、課題採択研究者が所在、残量等の情報を情報管理部署に提出する。
（サンプル保管部署設置細則第３条・第５条）
以下に保管部署の定めの無いサンプルは、原則として課題採択研究者の保管とする。
データ・サンプル保管部署は以下とする。

データ：海洋地球情報部データ統合・解析グループ

岩石サンプル：海洋地球情報部データ統合・解析グループ

コア・サンプル：高知コア研究所　科学支援グループ
	 FORMCHECKBOX 


	５．データ・サンプルの公開時の制限事項
	（公開細則第３条）
情報管理部署は、原則として課題採択研究者が公開猶予期間内に必要な事後処理を行ったデータを、当該処理内容を明示した上で公開する。
（公開細則第５条）
情報管理部署は、データ・サンプルの性質に応じて利用条件を付すことが出来る。
	 FORMCHECKBOX 


	６．成果の発表
	（取扱規則第13条）
課題採択研究者は、データ・サンプルを利用した成果を公表しなければならない。また、課題採択研究者は、公表した成果を課題管理部署に届出なければならない。
	 FORMCHECKBOX 


	７．産業利用等について
	（規則第５条）
産業財産権（工業所有権）の出願及び産業利用を行う場合は、事前に情報管理部署に申請する。
	 FORMCHECKBOX 



全ての項目について「同意する」の場合、このシートの記入は終了です。
チェックの無い項目がある場合は、別添１－様式にご記入ください。

「同意する」のチェックのない項目がある場合にご記入ください。
【特別な取決め】を希望する項目
　取扱規程類の重要確認事項において「同意しない」項目について、『特別な取決め』の【希望内容と理由】を詳細に記入してください。尚、希望内容に記載のない内容については、「同意する」とみなされます。
取扱規程類確認事項のNo.とタイトルを以下に記入してください。[例：１．データ・サンプルの帰属]

	[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

	希望内容


	理由

課題管理部署記入欄


	


　　　　　　　　　　【深海調査研究課題提案書記述要領】

＊　提案書は定型様式のみの提出で自由様式による提出は受け付けません。提案書は「Microsoft Word」で作成願います。またPDFでの提出も受付けます。

＊　提案書の最大容量は10 MBとします。

＊　研究課題提案書のページ数はA4版15枚以内とします。但し、平成20年度深海調査研究課題申込書から記述要領までの5ページ及び17．関連する研究業績のページ数は含みません。図表、写真等は、各項目に入れ込んでください。
＊　文字のフォントサイズは10ポイントとしてください。
＊　様式には各項目に記入の留意点や例が示されております。実際に提案書に記入される際は、これらを削除していただいても構いません。項目番号と項目名は削除しないでください。
＊　各項目の記入欄の大きさは、提案者が任意に拡大・縮小していただいて構いませんが、ページ数に注意してください。なお、送られた図表・写真は原図のままで審査しますのであまり縮小し過ぎて不明瞭にならないようにご注意ください。
＊　すべての項目は必須事項ですから必ず記入してください。該当がない場合は「該当なし」あるいは「不明」等と記入してください。

＊　調査海域の情報、海域図の入手、調査観測機器の仕様等やその他、ご不明な点については、下記までにお問い合わせ下さい。海洋工学センター研究船運航部計画推進グループ（深海・「みらい」共同利用事務局：段野、高橋）　電話（046）867-9880　　FAX（046）869-0812　　E-mail：shinkai@jamstec.go.jp
記述要領

＊　審査は例年、「深海調査研究５ヵ年研究指針」に基づいて、「科学的、技術的に有意義な内容であるか」、「作業仮説を証明するために計画は妥当であるか」、「先導性はあるか」、「新規性はあるか」、「提案者の業績は十分であるか」等、いずれかまたは複数の条件を満たすことを前提として評価されます。審査基準・評価点は毎年委員会で決めますが、以下の提案書該当項目では審査基準を配慮し記述してください。

12．研究の目的および背景

＊　研究の背景（着想に至った経緯等）、研究目的、研究の準備状況等について焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。
＊　専門用語や略語には注釈を記入してください。

13．調査航海の研究実施計画概要（潜航／調査作業の実施内容）
＊　研究調査で検証しようとする作業仮説、複数ダイブ・複数航海・複数船舶等が必要な場合はその必要性、複数年次が必要な場合はその必要性などを説明してください。

＊　潜航／調査作業の実施内容では、潜航ルート（ダイブトラック）や海底地形図を用いて具体的に説明してください。
14.　国内外における関連研究の状況や他のプロジェクトとの関連性

＊　国際プログラム等への応募がある場合は状況を具体的かつ明確に記入してください。
＊　国内共同利用、東京大学海洋研究所学術研究船白鳳丸・淡青丸の共同利用等に関連する航海計画がある場合は、応募状況を具体的かつ明確に記入し、公開可能な計画概要を添付してください。
＊　IODPの事前調査は、プロポーザルのタイトル、課題番号を示し、Cover Sheetや公開可能な計画概要等を添付してください。

15.　期待される成果と研究の展開

＊　期待される成果及びどのような新たな展開が期待されるのか、などを記述してください。

17.　関連する研究業績（論文リスト、特許等）

＊　研究業績の論文は査読あり、査読なしに分けて列記してください。

＊　課題提案者と共同研究者の業績を区別して記入してください。

＊　機構の船舶・機器を使用した業績については、先頭部に＊記号をつけるなどして、他の研究業績と
区別して記入してください。
【深海調査研究課題提案書】

課題提案者氏名　　　　　　　　　　　
所 属 機 関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
部署・役職　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．課題提案者／共同研究者／乗船者

＊　課題提案者も含めて、下記項目を記入してください。
＊　乗船者の総数を下欄に記入してください。

＊　大学院学生及び学部学生は、共同研究者に登録していない場合でも研究グループとして参加し、乗船できます。
　　　氏名　　　　　　　　　所属　　　　　　　　役職　　　　　　役割分担　　 　　　　乗船/非乗船

例　深海太郎　　独立行政法人海洋研究開発機構　研究員　　　生物の生活史解析　　　　　　乗船　

　　　　深海蟹子　　独立行政法人海洋研究開発機構　研究員　　　生物の形態分類　　　　　　　非乗船

氏名　　　　　　　　所属　　　　　　　役職　　　　　役割分担　　 　　　乗船/非乗船
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共同研究者総数（課題提案者を含む）　　　名　　　　乗船者総数　　　　名
＊提案書は研究課題募集案内、深海調査研究課題審査、採択通知、航海実施諸手続き、クルーズレポート等の提出、シンポジウム開催及び発表募集案内、データ・サンプル管理、航海データ管理、成果管理、機構が行った深海調査研究の成果の発表、並びにお問い合わせ、回答・返信等のために使用し、記載されました個人情報は、独立行政法人海洋研究開発機構個人情報保護管理規程に基づき、安全かつ適正に取り扱います。
２．研究課題名（日英併記してください）

　　　和文：

　　English：

３．提案分野

＊　提案は、「深海調査研究５ヵ年研究指針」で示されている4つの研究分野に該当する項目を○で囲んでください。

＊　複数の分野にまたがる場合は全て記入してください。
＊　いずれにも属さない場合は　その他　としてください。
I.地圏　　II.生物圏　　III.大気・海洋圏　　IV.技術開発・技術研究系　　V.その他

４．「深海調査研究５ヵ年研究指針」における本提案の位置付け

＊ 「深海調査研究５ヵ年研究指針」に該当する項目（小項目も含む）番号を記入してください。

＊　どの項目にも属さない場合は「該当項目なし」としてください。

例）I-2-1.プレート生成過程の理解

５．研究調査海域

＊　日本海溝、南西諸島海域、伊豆・小笠原海域、南海トラフ、日本海、相模湾、沖縄トラフ、マリアナ海溝、大西洋中央海嶺、インド洋、東太平洋海膨等調査海域等の大枠を記入してください。

＊　特定できない場合は、「特定しない」としてください。

＊　外国海域については英語名も併記してください。

＊　「長期航海・遠距離大型航海に関する深海調査研究中期戦略」（別紙７）の対象海域の場合は、特記してください。
＊　海賊・テロ・紛争地域では研究課題を採択されても調査航海は出来ません。疑わしい海域については事前に事務局にお問い合わせください。
＊　排他的経済水域（EEZ）については、外務省ホームページをご覧ください。不明な点は深海・「みらい」共同利用事務局（以下、「事務局」という。）にお問い合わせください。

＜海域名＞
：具体的な調査対象地点

＊　相模湾初島沖、水曜海山、チャレンジャー海淵など詳細な調査地点名を記入してください。

＊　特定できない場合は「特定しない」としてください。

＊　外国海域については英語名も併記してください。
＊　
＜調査対象地点＞
＜調査水深＞
最浅水深　　　　　　　ｍ　～　最深水深　　　　　　　ｍ
６．調査海域の範囲　

＊　調査海域図、海底地形図を提案書に必ず添付してください。

＊　必要最低限の範囲を指定してください。特に、外国の排他的経済水域（EEZ）内や領海域については十分に配慮して、必要以上に拡げないでください。不明な点は事務局にお問い合わせください。

＊　操業漁船と競合しないことを前提に漁業調整しておりますので、「漁場と競合の恐れがある際には、海域と航海時期の変更」をご検討いただくことがあります。不明な点は事務局にお問い合わせください。（「漁業の時期と海域」（別紙11））
例：北緯  10 度 20.5 分から　北緯  35 度 05.8 分まで　

東経 135 度 30.2 分から　東経 140 度 50.9 分まで
　　緯　　　度　　　　分から　　緯　　　度　　　　分まで

　　経　　　度　　　　分から　　経　　　度　　　　分まで

＊　調査海域図、海底地形図をここに貼り付けてください。

７．調査希望時期がある場合は時期とその理由

＊　海象あるいは他のプロジェクトによる制限等を具体的に記入してください。

８．第２希望海域または予備海域、予備時期

＊　荒天、噴火等で希望海域の調査ができなくなった場合に備えて、第２希望海域または予備海域があれば記入してください。　
＊　操業漁船と競合しないことを前提に漁業調整しておりますので、「漁場と競合の恐れがある際には、

海域と航海時期の変更」をご検討いただくことがあります。（「漁業の時期と海域」（別紙11））
＊　海賊・テロ・紛争地域に該当する恐れのある調査海域は、採択後変更することがありますので第2海域または予備海域を記入してください。

＜第２希望海域または予備海域＞

＜予備時期＞

· 漁業調整、シップタイムにより第1希望航海時期と合わない場合に備えて、希望する予備の時期記

入してください。

９．要望船舶・機器名／要望潜航回数／調査必要日数（作業日数）

＊　選択できる船舶・機器は、潜水調査船「しんかい6500」、無人探査機「かいこう7000Ⅱ」、「ハイパードルフィン」、深海曳航調査システム「ディープ・トウ」、深海調査研究船「かいれい」単独航海、及びマルチチャンネル反射法探査装置(MCS)、シングルチャンネル音波探査装置（SCS）です。

＊　ご要望船舶・機器名欄に「X」印を入力してください。各船舶・機器ともに調査必要作業日数（回航日を含まない作業日数）を入力してください。
＊　潜水調査船「しんかい6500」は、1日1潜航として要望潜航回数を記入してください。「ハイパードルフィン」、「かいこう7000Ⅱ」は、1日複数回潜航できますが、1日1潜航として要望潜航回数を記入してください。
＊　深海曳航調査システム「ディープ・トウ」は、可搬式で「なつしま」、「よこすか」、「かいれい」に搭載できます。「よこすか」ディープ・トウは、「よこすか」に常備されており、水深4500ｍまでの使用となります。
＊　機構のマルチチャンネル反射法探査は測線提案型として募集します。「かいれい」での使用となるが、

　　　詳細は「平成20年度深海調査研究募集対象船舶機器・海域について」（別紙９）をご覧ください。
＊  シングルチャンネル音波探査装置（SCS）は全船で利用可能です。

＊ 「ピストンコア」、「ドレッジ」は、原則として「かいれい」での利用となります。

＊  研究者自身が持ち込む機器は必ず記入してください。

＊　効率的に調査を実施する等のために、要望以外の船舶等に振り替える可能性もあります。

＊　潜水調査船、無人探査機等を用いない船舶単独利用を要望する場合は、13.「調査航海の研究実施計画概要」の項目に「深海調査研究」に応募する理由を記入してください。
＊　可搬式のアイソバン実験室（RIラボコンテナ）は、各船舶に搭載が可能ですが、使用核種や数量に制限があります。詳しくは「利用の手引き」（別紙16）を参照してください。また、利用に際し、第一種放射線取扱主任免状を有するものを手配し、機構が別途実施する教育訓練を必ず受講してください。

例：　　X　　「しんかい6500」　　　　　　　　　5　 潜航
　　　　　　　　X　　「ハイパードルフィン」　　　　　   5　 潜航
　　「しんかい6500」
　　 潜航

　　「かいこう7000Ⅱ」
　　 潜航

　　「ハイパードルフィン」
　　 潜航

　　「ディープ・トウ」
　　 日

　　「よこすかディープ・トウ」
　　 日

　　「SCS」
　　 日　　

　　「かいれいMCS」（測線提案型）  　　　  　　日　線長 　　　kmの測線　　　本

　　「ピストンコア」
　　 日　

　　「ドレッジ」
　　 日　
　アイソバン実験室（RIラボコンテナ）　　　　日
　　「かいれい」単独航海 
　　 日
「その他」持ち込み機器
　　 日（具体的機器名　　　　　　　）

　

10．使用調査機器

　＊　使用機器についての概要・最新情報や「かいれい」MCS測線提案型については、「平成20年度深海
調査研究募集対象船舶機器・海域について」（別紙９）を参照し、詳細については「利用の手引き」
（別紙16）を参照してください。

＊　使用する調査機器の種類・機器名・数量・どのように使用し目的を達成するのか等を記入してください（係留系、海底地震計、潜水調査船などに搭載するぺイロード等を含む）。
＊　上記９.でSCS、MCS、ピストンコア、ドレッジを選択し、それらがJAMSTEC外から持ち込む場合はその旨明記してください。

＊　研究者自身の持ち込み機器は、外国為替及び外国貿易法上の規制該当物品かどうか記入してください。輸出貿易管理令により通常兵器関連貨物・技術が輸出されることにより国際的な平和及び安全の維持を妨げることとなると認められるものを言います。最新の技術を用いて製造された調査観測機器・装置・機材等深海調査研究に使用される物品も例外ではありません。詳細については、事前にメーカー等に確認してください。研究者は安全保障輸出管理の関連法に抵触しないことを十分に配慮してください。（「安全保障輸出管理に係る今後の対応について」（別紙12））
＊　持ち込み調査機器が、JAMSTEC船舶でオペレーションできるかどうか判断できる情報を明記してください。過去にトラブルが発生していた場合、トラブルの原因究明とどのような解決策を実施したか記入してください。
＊  機構の調査観測機器を利用する場合に消耗品の請求や保険の付保をお願いすることがあります。

（「深海調査研究観測機器の利用時における経費と保険等について」（別紙13））
＜調査機器＞

　＜持ち込み機器＞
11．事前調査の実施状況

＊　希望調査海域の調査履歴を記入してください。また、海底地形情報（測深や地形図の有無）をお知らせください。

例：平成16年度　NT04-03「ハイパードルフィン」　南西諸島伊平屋　　生物調査　　海底地形測深済
　　　＜調査履歴＞
＜調査に支障をおよぼす障害物、海況、漁業情報＞
＊　情報があれば記入してください。
＊　「漁場と競合の恐れがある際には、海域と航海時期の変更」をお願いすることがあります。
（「漁業の時期と海域」（別紙11））
＊　海底ケーブル、人工魚礁、海底噴火等分かる範囲で記載してください。
＜国連海洋法条約、他国の領海内、生物多様性条約などに関係する調査＞
· 抵触する項目、該当国との調整状況等把握している情報を記入してください。
· 研究計画の立案に当たっては、環境保全へ配慮してください。
（「環境への配慮に係る基本方針の策定について」（別紙10））
· 排他的経済水域（EEZ）については、外務省ホームページをご覧ください。
· 海賊・テロ・紛争地域では研究課題を採択されても調査航海は出来ません。疑わしい海域については情報を記入してください。

　例：アメリカ（グアム周辺）、海底生物採取、ウッズホール研究所と共同研究

12．研究の目的および背景

＊　研究の背景（着想に至った経緯等）、研究目的、研究の準備状況等について焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。

＊　特殊な専門用語や略語には注釈を記入してください。
　＜キーワード＞　＊キーワードを４つ記入してください。

　　　１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　２．　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ４．
13．調査航海の研究実施計画概要（潜航／調査作業の実施内容）

＊　研究調査で検証しようとする作業仮説、複数ダイブ・複数航海・複数調査船が必要な場合はその必要性、複数年次が必要な場合はその必要性などを説明してください。
＊　複数年次にわたる調査航海の提案について、2年目以降の研究計画が認められた場合はその旨通知します。
＊　潜航／調査作業の実施内容では、潜航ルート（ダイブトラック）や海底地形図を用いて具体的に説明してください。

＊　潜水調査船「しんかい6500」による連続潜航は、最大5日間とします。つまり、10日間の潜航が必要な場合は、５日間連続潜航の後、１日整備日もしくは予備日をはさみ、その後５日間連続潜航というのは可能です。
＊　無人探査機「かいこう7000Ⅱ」、「ハイパードルフィン」、深海曳航調査システム「ディープ・トウ」の連続潜航は8日間としますので、10日間の潜航が必要な場合は、8日間連続潜航の後、１日整備日もしくは予備日をはさみ、その後2日間連続潜航というのは可能です。
＊　研究計画の立案に当たっては、環境保全へ配慮してください。

（「環境への配慮に係る基本方針の策定について」（別紙10））
＊　操業漁船と競合しないことを前提に漁業調整しておりますので、「漁場と競合の恐れがある際には、

海域と航海時期の変更」をご検討いただくことがあります。不明な点は事務局にお問い合わせください。（「漁業の時期と海域」（別紙11））
＊　海賊・テロ・紛争地域に該当する恐れのある調査海域は、採択後変更することがありますので第2海域または予備海域を記入してください。不明な点は事務局にお問い合わせください。

＊　排他的経済水域（EEZ）については、外務省ホームページをご覧ください。不明な点は事務局にお問い合わせください。

＊　研究者自身の持ち込み機器は、安全保障輸出管理に基づいて適切に処理された機器の持ち込み・搭載を許可します。研究者は安全保障輸出管理の関連法に抵触しないことを十分に確認してください。

（「安全保障輸出管理に係る今後の対応について」（別紙12））
＊　機構の調査観測機器を利用する場合に消耗品の請求や保険の付保をお願いすることがあります。

（「深海調査研究観測機器の利用時における経費と保険等について」（別紙13））
　　　＜研究実施計画＞
14．国内外での関連する研究の状況や他のプロジェクトとの関連性
＊　国際プログラム等への応募がある場合は状況を具体的かつ明確に記入してください。
＊　IODPの事前調査は、プロポーザルのタイトル、課題番号を示し、Cover Sheetや公開可能な計画概要等を添付してください。

　　＊　排他的経済水域（EEZ）や領海内での国際共同研究計画は、許可申請手続き、当該研究機関との調整等の進捗状況を記述してください。

　　＜国内共同研究、大学共同利用等に関連する航海計画の応募状況＞

＊　国内共同利用、東京大学海洋研究所学術研究船白鳳丸・淡青丸の共同利用等に関連する航海計画がある場合は、応募状況を具体的かつ明確に記入し、公開可能な計画概要を添付してください。
15．期待される成果と研究の展開　

＊　期待される成果および新たな科学的展開が期待されるのかなどを記入してください。
16．過去のJAMSTECの深海調査研究への応募履歴および実施履歴

＊　共同研究者として参加したものも含め、直近の最大10件までの履歴を記入してください。

＊　参加した航海と関連する業績（17.の各リストに業績引用番号を付ける等）が分かるように記入してください。

例：平成13年「しんかい6500」　熊野海丘における断層活動研究（研究代表者；南海次郎）　

南海トラフ　　2回潜航　　業績No. 7, 10参照
例：平成16年「ハイパードルフィン」　熱水噴出孔周辺に生息する生物の適応機能研究（研究代表者；沖縄三郎）　沖縄トラフ伊平屋海丘　　S04-05応募　　調査期間20日間　業績○番参照

例：平成16年「かいれい」単独　　東太平洋海膨におけるメガプルーム研究（海膨花子）S04-06応募　不採択
17．関連する研究業績（論文リスト、特許等）

＊　研究業績の論文では査読あり、査読なしに分けて列記してください。

＊　課題提案者と共同研究者の業績を区別して記入してください。

＊  JAMSTEC船舶・機器を使用した業績については、先頭部に＊記号をつけるなどして、他の研究業績と区別して記入してください。
例）

　　　課題提案者

○査読あり：＊JAMSTEC船舶・機器を使用した業績を示す。

　　　＊Shinkai, T., and Y. Kaiko (2005) Discovery of ----. Nature, 5: 237-239.

＊Kairei, A., and B. Yokosuka (2005) Plate tectonics of ----. Science, 3: 137-139.
○査読なし：＊JAMSTEC船舶・機器を使用した業績を示す。

＊Shinkai, T., and Y. Kaiko (2005) Discovery of ----. Xxxx, 5: 237-239.

＊Kairei, A., and B. Yokosuka (2005) Plate tectonics of ----. Xxxx, 3: 137-139.
18．研究経費（資・試料分析費、旅費等）の予算の裏付け

＊　本調査航海を実施するに当たり充当される科研費・各機関の研究予算名などを記入してください。

-----提案書末尾-----

























































































































































































































事務局記入欄


受付番号S08－


平成19年　月　　日
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事務局記入欄


受付　S08－


平成　19年　　月　　日
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